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の認知度（「知っていた」と「聞いたことはある」の合
計）は、41%であり、セミナーで初めてITSを知った
人が半数以上である。

・個別のITSサービスの認知度
　カーナビやETCは大多数の人に認知されている一
方で、VICS、バスロケーションシステム、安全運転
支援などは既に実用化されているにもかかわらず、
50%以上の人が知らなかったと回答している。

・近未来のITS新サービスへの期待度・関心度
　安全運転支援やプローブ情報の活用、ETC決済の
拡充への期待度・関心度が比較的高くなっている。

・ITSで最も重要と思うキーワード
　「環境」、「安全」、「快適」の中から 1 つ選択しても
らったところ、「安全」と回答した人が64%となり、安
全な自動車や自動車社会への期待が高くなっている。

・若者の興味
　「お金があったら何を買いたいか」という質問に対
して上位3つを記入してもらったところ、1位は「車」
が多く（約23%）、「車」を1位から3位までのいずれか
で回答した人は半数近くを占めた。

○効果・展開
　受講者を対象としたアンケートでは、多くの学生（23
年度は85%）がこのセミナーをきっかけにITSに「関心
を持った」と回答しており、大学側からも、ITS研究の
第一線で活躍する講師による講義に対して高い評価をい
ただいている。また、協議会会員の取り組みの参考とな
るよう、アンケートの集計・分析を行い、その結果を会
員に情報提供している。
　ITS大学セミナーについては、本協議会の特徴的な取
り組みであり、今後とも、産・学・行政の連携による人
材育成を通じて、地域におけるITSの基礎研究や技術開
発などのポテンシャルアップにつなげることを目指して
いく。

○この取り組みを行うことにした背景 /理由
　EVとITSの連携による「未来型ドライブ観光」にお
けるサービス利用拡大促進のため
システム構築/サービス提供開始：　　
2012年10月よりサービス運用開始

○特長（システムの簡単な説明）
　「統合観光情報プラットフォーム」に地域の住民・事
業者等から入力された詳細で高鮮度な情報を、ITS ス
ポットを通じてカーナビへ提供すると共にインターネッ
トを通じてPC、携帯、スマートフォンにも配信するこ
とで、自宅での旅行計画から家に帰るまで一連の統合的
な観光案内サービスを提供する。

○目的・目標（期待される効果など）
　地域主体によるきめ細かい情報発信を可能とすると同
時に、利用者の履歴・嗜好やEV走行状況に応じた、よ
り高度なナビゲーションサービスを将来的に実現可能と
する。

○その他（システム構築 /サービス提供における注意点や
整備の苦労話など）
　EVのCAN情報を車載器に提供可能とする仕様モデ
ルを策定することで、電池残量に応じたEV向けサービ
スを搭載し、またITSスポットから地域発の情報提供を
行えるカーナビを実現したものの、初めての利用者が
多いEVレンタカーにおけるカーナビはそうした高度な
機能の利用が進まない課題があった。そこで、PC、携
帯、スマートフォン等でも利用可能なサイトを構築し、
長崎・五島に来る計画段階から現地でのカーナビ利用を
イメージさせ、行きたいと思う観光スポットを事前に
登録しておく「MyPLAN」機能によりITSスポット対応
カーナビと連携させることとした。将来の水平分散化を
考慮し、システムの詳細設計のかなりの部分を県で行っ
た分、開発コストはかなり低く抑えられた反面、構築に
予想以上の時間がかかることとなった。今後、サービス
の目指す主眼である地域主体による高鮮度な情報発信の
体制と持続的なビジネスモデルの確立を目指していく。
2013 年 10 月の ITS 世界会議 in 東京においては、EV、
ITSシステムに加え、分散マイクログリッドも加えた地
域型次世代社会モデルを披露予定であり、是非直接に体
験いただきたい。

○目的と経緯
　愛知県ITS推進協議会（会長：愛知県知事）では、愛
知県内の大学生・大学院生に対する ITS の認知度向上
と、これからのITSを担う人材の育成や産学連携につな
げることを目的に、平成17年度から開催している。

○内容
　県内大学の教員（主に工学系と情報系）の協力を得て、
授業のコマを提供していただき、ITSに関する研究や開
発の最前線で活躍する協議会会員が講師となって、大学
生・大学院生を対象に、ITSの概論から最新の技術動向
まで多岐に亘るテーマの講義を実施している。
　講義終了後にはアンケートを実施し、ITSの認知度・
期待度、今後のITSや交通社会のイメージ等に関して、
近い将来の自動車ユーザーとなる学生の意識を把握して
協議会活動の参考としている。
　実施に当たっては、企業関係者や大学関係者などの協
議会会員からなるITS大学セミナーグループを設け、大
学からの講義テーマの要望に対する講師の選定、効果的
な講義手法の検討、アンケート内容の検討などを行い、
より充実したものになるよう取り組んでいる。

○これまでに取り上げた主な講義テーマ
・ITSの最近の動向と今後の課題
・ITSを活用した未来のモビリティ社会
・カーナビにおけるITSの先端技術
・プローブ情報を活用した移動支援技術
・ITSを使った安全運転支援技術
・まちづくりにおけるITSの活用事例
　　　　　　　　　　　　　　　  など

○主なアンケート項目と回答（平成23年度）
・ITSの認知度

　セミナーを受講する前からの「ITS」

○開催実績
年度 開催大学数 開催回数 受講者数

平成17年度 7大学 8回 456名
18年度 8大学 13回 1,227名
19年度 3大学 8回 845名
20年度 6大学 12回 1,143名
21年度 11大学 16回 1,355名
22年度 12大学 19回 1,392名
23年度 12大学 19回 1,274名
24年度 12大学 25回 1,461名
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